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定
期
船
事
業
じ
於
げ
る
運
賃
の
最
低
限
度小

太

ji) 

島

昌

定
期
船
出
貨
の
最
低
限
度
と
硝
占
倒
同
情
論

現
代
陀
識
に
於
け
る
州
山
内
志
議

-
-
-
揃
山
者
の
放
火
取
抗
正
議
と
仙
給
山
内
山
滅
的
酬
と
山
術
曲
目

定
期
船
事
-w一
端
に
於
け
る
叫
給
船
脱
減
縮
山
阿
蝉

中恥辿
ω叶
不
出
向
…
場
合
に
於
け
る
融
制
同
山
内
出

b
政
錠

四五

定
期
抽
出
賃
の
最
低
限
度
ご
濁
占
債
格
論

定
期
船
業
者
は
・
今
日
・
世
界
的
主
要
航
路
に
ゐ
h
て
は
、

一
般
に
コ
ン
ブ
ア
レ

y
z
z
汎
郁
せ
ら
る
、
企
業

家
川
盟
を
組
制
し
、
そ
の
絞
傍
組
織
的
作
用
に
よ
h
て
、
獅
内
的
地
位
を
獲
得
し
て
居
る
。
従
っ
て
、
同
盟
外
に

ゐ
る
他

ω定
期
航
業
者

ω椅
業
政
策
に
よ

h
τ
、
自
己
の
傍
業
政
策
が
制
肘
せ
ら
れ
、
師
陣
迫
せ
ら
れ
る
こ
ど
は
な

ぃ
。
彼
等
は
任
意

ω協
定
に
よ
り
同
盟
の
下
に
統
一
し
た
る
笹
業
政
策
を
行
ひ
.
同
盟
所
定

ω蓮
い
は
を
荷
主
に
要

求
し
得
る
の
地
位
に
ゐ
る
。
卸
も
、
彼
等
は
、
そ
り
運
賃
金
同
盟
組
械
の
下
に
、
調
は
ゆ
る
濁
占
師
岡
椅

t
L
て
決

前

費支

定
期
船
事
業
に
於
吋
る
閉
山
質
的
最
低
限
度

第
ニ
十
六
h
t

第
大
統

λ
七
五

王
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第
二
十
六
巻

λ
七
六

都
大
規

定
期
船
事
業
に
焼
け
る
運
賃
の
最
低
脱
皮

五

論

議

定
し
得
る
の
地
位
に
ゐ
る
。

古
れ
ば
.
定
期
船
事
業
に
於
け
る
運
賃

ω一
最
低
限
度
を
研
究
す
る
ご
い
ふ
明
』
正
は
、

於
て
は
、

そ
の
最
低
限
度
を
腕
究
す
る
に
外
な
ら
京
る
こ
吉
、
な
る
o
蓋
し
、
海
運
に

こ
の
コ
ン
フ
ア
レ
V

1

組
械
に
よ
る
に
あ
ら
ゴ
れ
ば
、
珊
叫
占
は
成
立
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

泌
一
辿
持
務
m
り
胴
判
占
償
絡
に
つ
い
u

て、

-
』
、
に
い
ふ
所
の
定
期
帥
運
賃
の
最
低
限
度
ご
は
、
市
場
仁
於
り
る
情
況
の
援
化
に
従
っ
て
、
定
期
船
運
賃
は

如
何
な
る
所
ま
で
低
下
し
得
る
が
ご
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
普
通
、
経
際
問
ず
の
教
科
書
に
よ
り
て
放
へ
ら
る
、
所
に

よ
れ
ば
・
濁
占
師
明
治
な
る
も
の
は
澗
占
者
が
、
総
額
に
於
て
最
大
可
能

ω純
牧
盆
(
昨
日
百
四
「

2
5昨日
UOωtzogc-

ロ
内
昨
日
〈
g
c
m
)
'信
感
り
得
る
方
法
に
て
、
決
定
せ
ら
る
、
も

ω
で
あ
h
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
獅
占
者
は
ご

き
正
し
て
‘
或
貸
手
に
は
甚
に
高
〈
、
或
町
民
手
に
は
甚
に
安
〈
、

そ
の
欲
求
の
熟
度
ご
購
民
力
ざ
に
肱
じ
て
獅
占

物
の
慣
椛
に
差
等
を
設
け
て
定
む
る
も
の
で
ゐ
る
ご
い
ふ
。
定
期
船

ω運
賃
も
、
そ
の
連
活
客
腿
的
補
制
に
従
つ

よ
れ
ご
会
(
同
一
の
事
情
に
あ
る
一

U

卸
も
、

そ
れ
は
、
議

τ越
く

て
差
等
を
設
け

τ定
め
ら
る
、
貼
に
於
て
は
、

た
る
が
如
(
、
海
運
勢
務
の
提
供
に
要
す
る
諸
費
用
が
結
合
生
産
品
質
た
る
的
関
係
に
あ
る
ニ
正
、
、

こ
れ
が
猫
占

的
地
位
に
あ
る
こ
記
、
の
た
め
に
、
蓮
迭
客
飽

ω運
賃
負
捻
力
に
臆

ιて
、
謂
は
ゆ
る

4
E庁
内

V
O

昨
日
部
O

J
ミ巴

に
よ

b
τ
定
め
ち
る
、
も
の
で
あ
る
。
私
が
司
』
、
に
定
期
航
運
賃
の
最
低
限
度
ご
い
ふ
も
の
は
、

『
巾
m
w
-
q

ョ

ミ

)

品川
N
F

、、
ρv-

如
、
き
意
味
に
於

τ定
め
ら
る
、
連
質
的
最
低
に
め
る
も
の
は
、
如
何
な
る
標
準
に
よ
っ
て
然
る
か
、

ご
い
ふ
一

-
t

を
述
べ
ん
ご
す
る
も
の
で
は
な
い
。

か
〈
の
如
く
、
鹿
施
主
義
じ
よ
h
て
、
運
送
客
惜
の
柿
類
に
従
ひ
、
差
等
を

iil証誕同盟諭J1i;一章第三師参照
iAê I町船事業に1j~ける盟主主原費左担l賃》の附係j純白書論叢筋二十六桂第=f盟事
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付
け
て
定
的
ら
る
、
定
期
航
運
賃
も
、
海
運
市
場

ω情
況
に
よ
・
9
、
或
は
全
般
的
に
、
或
は
局
部
的
に
、

.、」ミ
d
J
J
F』

L
て
は
引
上
げ
ら
れ
、

ご
き
ご

L
て
は
引
下
げ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
が
。
そ
の
引

.Tげ
ら
る
、
一
場
合
に
は
、
如
何

な
る
貼
ま
で
引
下
げ
・
ら
れ
る
も
山
り
で
あ
る
か
、

ご
い
ふ
、
そ
の
最
低
限
度
を
研
究
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
o

さ

τ、
只
今
も
述
べ
た
る
が
如
〈
、
普
通
滋
へ
ら
る
、
所
に
於
て
は
、
調
占
四
間
絡
な
る
も
の
は
、
制
御
占
者
が
、

総
額
仁
於
て
最
大
可
能
的
一
純
牧
徒
を
悲
げ
得
る
方
法
に
て
決
定
せ
ら
る
、

ご
い
ふ
e

}

ご
で
ゐ
る
。
併
し
、
岩
し
旧
南

L
て、

こ
の
数
理
が
異
理
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
市
場

ω情
況
に
よ
り
戒
は
引
上
げ
ら
れ
、
或
は
引
下
げ
ら
る
、
に
し

て
も
、
湖
占
師
慣
絡
は
、
常
に
、

そ
の
情
況
り
許
す
範
凶
内
に
於
て
、
最
大
可
能
の
牧
骨
置
を
血
中
げ
得
る
駄
に
定
的
ら

る
、
筈
で
ゐ
っ
て
、
そ
の
情
況

ω下
に
於
け
る
損
失
を
出
来
得
る
限
り
最
小
な
ら
し
め
ん
通
と
す
る
所

ω最
低
限
度

ご
い
ふ
が
如
き
も

ωは
あ
ち
得
F
る
諜
で
あ
る
o

従
っ
て
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
組
織
の
下
に
相
立
の
説
明
引
を
制
限

し
、
外
Jd
州
の
競
守
者
を
排
尿
し
て
獅
占
的
地
位
に
ゐ
る
所
の
定
期
船
業
者
的
定
む
る
迩
貨
に
・
最
低
限
度
を
な
す

所

ω何
等

ω標
準
も
ゐ
・
り
得
古
る
誇
で
あ
る
。
殊
に
普
通
り
濁
占
倒
格
論
に
於
て
は
、
獅
占
者
は
怖
に
告
の
債
務

を
生
産
設
以
上
に
定
U
る
も
の
、
知
(
に
日
ふ
。
然
る
ご
き
は
、
今
日
、

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
組
紙
に
よ
り
て
獅
占

的
地
位
に
ゐ
る
定
期
船
曾
枇
が
、
管
業
上
損
失
を
な
す
こ
ご
な
き
筈
で
ゐ
る
。

若
し
な
の
-
』
の
論
文
の
読
者
が
、
従
来
の
濁
占
師
個
物
論
に
支
配
せ
ら
れ
た
る
考
を
以
1
之
に
臨
む
な
ら
ば
、
割
払

論

議

定
期
船
事
誕
に
於
け
る
誕
貨
の
段
低
限
度

第
一
十
六
谷

へ
じ
ヒ

ー'一

第
六
拙

五

h‘・." 



部
二
十
六
巻

定
削
船
山
叩
誌
に
於
け
る
誕
貨
の
最
低
川
鹿

第

披

車

問

議

λ
七
八

論

の
逃
べ
ん
ご
す
る
所
は
頗
る
そ
の
理
解
に
苦
む
所
E
な
ら
う
ご
思
ふ
o

故
に
、
私
は
本
論
に
入
る
に
先
村
e
h

も
、
従

京
市
山
り
凋
占
師
間
格
論
的
妨
害
を
取
除
か
ね
ば
な
ら
凶
。
そ

L
て
従
来

ω獅
占
師
倒
格
論
の
う
も
、
今
日

ω経
務
事
情
仁

過
せ

F
Z
説
を
な
す
も
の
、
一
人
吉
し
て
セ
リ
グ
7

ン
を
血
中
げ
る
こ
ご
が
出
来
る
。
故
仁
こ
、
に
先
づ
彼
的
設
を

批
評
す
る
で
あ
ら
う
。

セ
y
グ
マ
ン
は
そ
の
著
「
経
隣
串
原
理
」
に
於
て
臼
ふ
。

「
獅
占
者
は
供
給
を
支
配
す
る
が
放
に
、

よ
b
安
き
代
償
に
て
比
岐
的
多
〈

ω
債
を
向
民
る
よ
h
は
・
比
較
的

、，

..... 
、
、
.
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、

高
ヨ
代
艇
に
て
よ
り
少
き
量
を
寅
る
こ
Z
じ
よ
っ
て
、
比
較
的
大
な
る
純
利
得
ケ
確
保
す
る
こ
E
が
山
来
る
。

彼
が
故
大
凶
利
潤
を
得

t
最
大
量
を
資
る
所
り
正
確
な
る
〔
代
綱
決
定
的
〕
貼
は
、
供
給
の
減
誠
一
に
件
っ
て
培
加

の
迅
速
苫
に
依
存
す
る
。
」
「
凋
占
的
場
合
に
は
、

一
般
に
、
限
界
樹
格

す
る
需
要
階
段

(
ω
E
K
o「
骨
目
宮
内
同
)

(Em月
四
日

E-
市
民
n
o
)

ご
い
ふ
も
の
は
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
、
こ
の
場
合
仁
は
、
た
い
γ

一
人
的
資
手
.
治
仁
〈
は

一
人
的
民
手
が
ゐ
る
ど
り
だ
か
ら
で
め
る
o
買
手
の
方
が
唯
一
人
な
る
普
通

ω〔
獅
占
的
〕
場
合
に
於
て
は
、
多

〈
の
四
月
手
の
存
在
す
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
の
買
手
の
う
ち
の
一
人
M
限
界
的
の
申
込
を
な
し
若
し
〈
は

限
界
的
需
張
倒
山
怖
を
作
る
o
然
る
ご
き
は
、
限
界
内
に
ゐ
る
多
〈
の
買
手
は
利
盆
を
す
る
o
併
し
乍
ら
、
資
手

、、

.. 
‘
.
‘
.
、
‘
‘
.

は
供
品
制
的
支
配
械
を
も
つ
が
故
に
、
そ
こ
に
は
た
い
Y

一
つ
の
供
給
倒
格
が
あ
る
に
け
で
、
を
れ
よ
り
高
い
若
し

Seligman， Principles of Economics， p. 2，36. 1) 
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(
は
そ
れ
よ
り
低
い
供
給
債
格
は
な
く
、
従
っ
て
限
界
的
供
給
岡
崎
栴
古
い
ふ

b
の
は
な
い
。
尤
も
需
要
ピ
供
給

t
ω
聞
係
が
、

y
」
う
で
も
こ
う
で
も
そ
の
所
柿
ロ
聞
を
蕗
分
せ
ん
ご
す
る
資
手
を
押
し
つ
め
て
、
そ
の
代
附
慣
を
、

同
只
ム
気
内
最
も
少
い
買
手
も
術
は
そ
の
明
む
所
の
評
般
に
於
て
そ
の
欲
す
る
も
の
を
獲
得
L
得
る
や
う
な
安
い

所
に
ま
で
、
引
下
げ
し
む
る
、

ご
い
ふ
や
う
な
場
合
4
皐
に
思
考
め
上
で
は
考
へ
も
れ
な
い
で
も
な
い
J

か
く

の
如
、
♂
場
合
に
は
、

郷
市
者
は
何
等

ω利
得
4T
泉
供
げ
得
な
い
。

彼
の
給
制
問
桁
は
限
界
的
信
前
古
川
間
栴
正
等
し
く

ヨ
】
う
い
ふ
や
う
な
殆
ど
ゐ
h
，
待
べ
か
ら

F
る
場
合
を
除
い
て
は
、

な
る
で
あ
ら
う
。
併
し
、

淘
市
者
は
、

も
イ〉

ご占的い
γ

代
似
を
剖
附
す
る
こ
正
が
川
来
る
で
あ
ら
3

ノ
。
そ
し

τ
〔
猫
占
者
の
定
む
る
U

市
場
調
格
は
〔
競
争

ω
場
合

で
あ
る
な
ら
ば
存
在
す
る
で
ゐ
ら
う
所
の
】
限
芥
倒
栴
ご
均
し
〈
は
な
ら
な
い
で
ゐ
ら
う
。
市
場
同
情
格
は
、
常

に
、
需
要
倒
倫
ご
供
給
側
椛
己
が
相
合
致
し
た
所
的
調
格
で
ゐ
品
。
最
も
例
外
的
な
場
合
を
除

ν
て
は
、
総
て

の
場
合
に
於
1
、
側
内
的
側
椅
は
門
就
守

ω
場
合
に
於
け
る
い
限
芥
倒
桁
〔
E
均
等
〕
で
あ
る
こ

Z
は
な
い
削
L

こ
、
に
限
芥
川
倒
桁
ご
い
ふ
も

ω
に
つ
い
て
、
彼

ω説
明
す
る
所
を
見
る
ピ
、
「
五
日
々
が
需
要
倒
析
を
以
て
買
手

の
巾
山
づ
る
倒
怖
を
一
不
す
も
の
で
ゐ
る
ご
な
し
、
供
給
調
格
を
以
て
、
資
手
の
巾
出
づ
る
倒
絡
を
一
市
す
も
の
で
ゐ

る
ど
す
る
な
ら
ば
、
限
界
前
要
都
桁
は
、
官
隊
パ
相
手
方
に
よ
っ
て
U

承
略
せ
ら
れ
た
最
低

ω
債
格
で
ゐ
争
、
限
界

供
給
側
絡
は
、
質
際
、
〔
相
手
方
に
よ
っ
て
い
承
認
せ
ら
れ
た
最
高

ω債
格
で
ゐ
る
」
ご
い
ム
。
政
に
セ

P
グ

7

y

が
「
獅
占
者

ω供
給
倒
格
」
が
限
界
的
需
要
償
給
Z
等
し
〈
な
る
ご
い
ふ
や
う
な
こ
古
は
、
殆
Y
7の
b'
得
ぺ
か
ら
t
d

信

議

五
五

定
期
的
引
去
に
於
け
る
誕
貨
の
最
低
限
度

都
ニ
十
六
を

λ
七
九

第
λ
批

ibid.， p. 238， 
ibld.. p. 2]6 
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第
六
批
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論

書

定
期
船
事
業
に
於
け
る
越
貸
出
最
低
限
度

る
こ
正
(
と
日
ou門
町

EHUOω
乱
立
。
)

で
あ
る

Z
い
ふ
の
は
、
獅
占
者
的
問
胴
格
は
彼
が
承
認
し
符
る
最
低
の
偏
物
に
ま

で
達
す
る
こ
ピ
は
殆
ど
ゐ
b
得
な
い
喧
』
ご
で
あ
る

Z
ν
ふ
で
意
味
で
ゐ
っ
て
、
郎
、
ち
獅
占
師
恨
椅
に
は
最
低
限
度
ぜ

h-ふ
や
う
な
も
の
は
な
い
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
る
υ

若
L
、
か
〈
の
如
き
見
解
が
王
嘗
で
あ
る
な
ら
ば
、
忍

ωこ、、

に
諭
せ
ん
ご
す
る
所
り
も
の
、
如
き
は
初
め
よ
ち
問
題
己
な
・
0
得
な
い
で
め
ら
う
。

ピ
リ
グ

7
y
は
一
此
に
日
ふ
。

「
砂
町
山
刊
附
山
仙
、

r
r
-
w
h〈恥叫い
H

廿

htv…廿
r
r
v
r
v
o
獅
占
者
は
、
何
人
に
ゐ
り
て
も
然
る
が
如
〈
、

故
高

ω代
債
に
於
工
円
以
大

ω
分
量
e佐
賀
ら
ん
こ
t
e
M
4
欲
す
る
。
併
し
恥
明
日
白
者
山
供
昨
日
z
T
配
4
9
V
o

供
給
の
増

加
は
代
樹

ω低
下
を
意
味
す
る
が
放
に
・
彼
は
、
彼
が
最
大
の
純
収
盆
の
駄
を
見
出
す
ま
で
、
円
供
給
増
械
を
〕

-U験
し
て
見
る
で
ゐ
ら
う
。
需
要
に
謝
し
て
は
彼
は
何
等
的
支
配
力
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
が
唱
}

れ
に
影
響
す
る

ω作
川
は
.
腕
守

ω
場
合
に
於
け
る
ご
何
等
異
る
所
は
な
い
。
代
用

ω法
則
は
、

司
』
の
場
合
に

於
て
も
競
争

ω
場
合
古
同
様
に
行
は
れ
る
。
悲
し
代
慣
を
字
紙
に
引
下
げ
る
こ
正
に
よ
っ
て
、
彼
が
版
寅
一
品
を

倍
に
す
る
-
て
こ
を
得
る
な
ら
ば
、

総
牧
入
は
以
前
ご
何
等
縫
る
所
が
な
い
。
若
し
阪
寅
一
向
を
は
仰
に
す
る
こ
ご
が

山
来
な
り
れ
ば
そ
り
総
牧
入
は
減
退
す
る
。
若
し
倍
以
上
に
す
る
-
』
ご
が
山
来
る
な
ら
ば
、

そ
の
総
収
入
は
増

加
す
る
。
か
〈
て
、
需
要

ω開
力
性
ご
い
ふ
も
の
は
、
ワ
』

ω
場
合
U

至
上
の
重
要
吉
を
も
つ
も
の
で
ゐ
る
。

「
併
し
乍
ら
、
供
給
を
な
す
じ
つ
い
て
は
、
生
産
に
劃
し
何
等
か
の
費
用
を
か
け
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
彼
の

''''，.; 



純
利
潤
は
、
生
産
投
を
超
過
す
る
徳
牧
入
の
徐
剃
部
分
よ
h
生
宇
る
も
の
で
ゐ
る
。

こ
の
伶
剃
は
‘
需
要

ω弾

力
性
に
件
っ
て
増
減
ゐ
る
ば
か
り
で
は
な
〈
-
供
給
り
弾
力
性
己
も
閲
酬
明
4
る
も
り
で
ゐ
る
。
〔
返
増
生
成
費

の
場
合
・
均
等
生
誕
殺
り
場
合
・
並
び
に
涯
一
蹴
生
皮
史
的
場
合
に
肱
じ
て
、

純
利
徒
に
及
ぼ
す
影
響
を
回
坊
に
す
る
J
」

供
給
量

ω増
械
が
総
額
ピ
!
て
の

「
獅
占
側
椅
は
‘
そ
れ
放
に
、
生
民
投
仁
ょ
っ

τも
影
響
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
腕
章
街
仲
怖
の
場
合
ご
は
叉
そ

の
事
怖
を
日
出
に
す
る
。
獅
占
師
慣
協
仰
が
競
守
附
倒
締
よ
り
も
山
口
同
い
か
ど
う
か
さ
い
ふ
こ
ご
は
、
之
れ
ま
た
生
藤
投
の

如
何
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

11'1 

な
れ
ば

競
~jf 

{賀
濁、抗
出・ li
4r'1・E佐
伯、 F告
は'費
生、 11~

通
常
は
、

そ
れ
は
腕
宇
倒
椛
よ
h
も
高
い
。

格

(noω
仲

間

5
0
0
)
詳
し
〈
言
へ
ば
限
界
生
成
費
似
倫

‘

.

、

、

、

、

産
技
師
恨
格
以
上
(
白
『
0
5
n
B昨

1
n
o
)

で
あ
る
か
ら
で
ゐ
る
o

併
し
、
獅
山
が
、
従
来

ω競
争
点
相
相
互

ω閃
り

(
ヨ
白
川
河
口
巳

ηoω
件
司
片
山
日
)

で
ゐ
る
が
、

浪
費
を
厳
し

τ成
立
し
た
る
場
合
に
は
、
生
車
開
設
は
大
に
減
少
せ
ら
れ

τ、
剛
御
山
者
に
ご
っ
て
は
、
代
胴
闘
を
引

き
下
げ
て
多
〈
の
分
量
を
山
口
る
こ
ご
が
利
金
古
な
る
・
』
ご
が
あ
る
。
然
る
場
合
に
は
、
調
内
側
約
は
競
争
倒
桁

よ
り
も
安
い
こ
と
が
あ
b
得
る
。
」

ピ

9
グ
マ

y
は
、
丁
度
引
叫
が
批
評
し
ゃ
，
フ
正
岡
山
ふ
や
う
な
部
分
に
け
を
泊
常
な
文
章
を
以
て
述
ぺ
て
居
ら
な
い

か
ら
、
巳
む
を
得
宇
こ
、
に
そ
の
聞
係
部
分
だ
け
を
全
課
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
読
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、

セ
リ
グ

諭

定
期
船
事
業
に
於
け
る
謹
賀
川
U

最
低
限
度

第
二
十
六
笹
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第
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貌
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諭

援

定
期
船
事
業
に
於
け
る
運
賃
内
最
低
限
度

7
y
は
、
少
〈
ざ
も
、
次

ω守
』
己
を
言
っ
て
居
る
こ
ご
の
確
貨
な
る
を
認
め
る
で
ゐ
ら
う
。
濁
占
者
は
需
要
に
封

し
て
は
何
等

ω支
配
力
な
き
に
し
て
も
、
供
給
に
到
し
て
は
之
e

伊
白
山
に
増
減
す
る
の
支
配
カ
を
も
っ
・
』
昔
、
潤

占
附
恨
格
は
生
出
肱
技
以
上
に
決
定
せ
ら
る
、
も
の
な
る
こ
己
・
獅
山
者
が
冊
間
格
引
下
に
よ
っ
て
何
等
的
利
盆
を
泉
げ

得
な
い
場
人
ロ
古
い
ふ
械
な
こ
芭
も
考
へ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、

か
〈
の
如
、
さ
は
殆
ど
あ
h
得
べ
か
ら

F
る
も
の

な
る
こ
ご
、
(
従
っ
て
、
濁
占
者
が
損
失
に
於
て
持
業
す
る
な
ど
は
会
く
あ
ち
得
べ
か
ら

g
る
こ
Z
)
。

澗
占
師
岡
格
に
閥

L
、
普
通

ω純
楓
判
事
教
科
書

ω数
う
る
所
は
、
大
健
炉
〈
の
如
き
こ
Z
で
ゐ
る
。

現
代
産
業
に
於
け
る
澗
占
の
一
意
義

私
は
本
論
に
於
て
、
定
期
船
一
4
業
に
於
け
る
蓮
貨

ω最
低
限
度
を
研
究
せ
ん
ご
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
そ
の
論
述

を
な
す
が
た
め
に
は
、
先
づ
右
に
紹
介
し
た
る
が
如
き
濁
市
街
格
論
争
」
批
脊
し
て
置
か
な
げ
れ
ば
な
ら
向
。
そ
し

て
、
老
の
た
め
に
は
第
一
着
子
ご
し
て
獅
占
の
意
義
を
明
か
に

L
て
置
(
の
必
要
が
あ
る
。

セ

P
グ
マ
ン

ω説
明
に
も
あ
る
が
如
〈
.

一
人

ω資

吉
て
、
右
に
紹
介
し
た
る
澗
山
倒
栴
諭

ω如
き
も

ωは、

そ

ω文
字
通
り
の
吠
抽
出
に
存
す
る
場
合
に
内
み
迎
用
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

手
記
多
数

ω
買
手
ご
い
ふ
針
立
が
、

百

う
い
ふ
場
合
も
、

勿
論
現
封
川
純
情
世
界
に
存
在
し
な
い
鐸
で
は
な
い
が
、

併
し
現
質
世
界
に
存
す
る
獅
占
は
事

か
や
う
な
姿
に
於
t
は
存
一
壮
し
な
い
。
若
L
多
数
的
買
手
に
謝
立
す
る
所
の
一
人
的
資
手
ピ
い
ふ
こ
E

ん
多
〈
‘

守

-.'“' 



を
以
て
、
完
全
な
る
形
の
伺
占
で
ゐ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
現
賞
世
界
の
濁
占
は
殆
Hr締
て
不
完
全
な
獅
占
、
制
限

付
言
網
棚
占
ご
い
ふ
べ
き
も
の
で
ゐ
ら
う
。

セ
リ
グ
マ

y
等
は
、
質
際
左
様
な
槻
察
会
し
て
居
る
。

併
し
炉
〈
の
如
き
見
解
は
、
濁
占
の
意
義
に
品
到
す
る
一
定
り
解
蒋
の
下
に
生
十
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
濁
占
ピ

いM
ふ
こ

z
h
r
以

τ、
未
円
い
経
済

ω俊
建
せ
歩
、

工
場
工
業
製
品
が
、
人
間
生
活
に
唱
到
し
向
ほ
軍
要
な
開
係
を
も
っ

に
至
ら
す
、
従
っ
て
企
業
及
び
純
管
形
態
り
進
歩
し
な
か
っ
た
古
代
希
臓
時
代
の
日

B
8
2
0ロ
の
武
義
そ
り
ま

、
に
今
日
に
て
も
之
を
認
め
、

こ
の
言
葉
山
構
成
部
分
た
る
自
自
由

巳
ロ
巴
町
の
義
で
ゐ
'
り
、

は

唱
。
]
何
日
は

A
h
?

r
E
P
ロ

の
義
で
あ
る
が
放
に
沼

E
3
0日
は
印
ち

〉
口
告
ぐ
巾
門

E
Z同
で
ゐ
る
ご
見
る
な

ιば
、
今
日
現
質
世
界
に

於
て
苔
々
の
生
活
に
よ
b
多
〈
聞
係
深
き
締
占
正
、
そ

ω抽
象
論
的
に
見
る
所

ω
凋
占
さ
は
殆
H

と
別

ω
も

ω
ご
な

る
で
あ
ら
う
。

併

L
、
今
日
吾
々
の
純
情
生
活
に
於
て
寧
ろ
多
〈
の
闘
係
を
も
っ
所

ω
獅
占
は
、

か

t
の
知
き
意
味
の
、
却
も

多
数

ω買
手
に
樹
立
す
る
所
の
一
人
の
資
手
ご
い
ふ
が
如
き
獅
占
で
は
な
く
し
て
、
機
械
的
大
資
本
的
生
産
に
行

は
る
、
所
的
獅
占
で
ゐ
る
。
そ

ω
典
型
的
な
る
も
山
り
は
単
み
カ

l
ル
ア
U
Y

や
ト
ラ
月
ト
の
獅
占
で
ゐ
る
o

放
に
、

今
日
の
純
情
状
腿
に
印
し
て
郷
占

ω概
念
を
定
む
ペ
き
も
の
ご
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
一
帯
怖
を
度
外
脱
し
ま
た
は
例

一一一一一一

外
現
す
る
-
-
Z
は
山
家
な
い
o
多
帥
品

ω回
凡
手
に
封
立
す
る
所

ω
一
人

ω資
手
的
場
合

ω
如
ベ
濁
占
を
文
字
通
り
に

見
る
こ
さ
司
、
号
、
単
ろ
今
日
に
於
て
は
例
外
秘
す
べ
き
も

ωで
あ
ら
う
o

き
れ
ば
‘
今
日
内
意
義
に
於
け
る
濁
占

前

欝

定
期
船
事
業
に
於
け
る
辿
質
内
最
低
肌
皮

第
二
十
六
巻

λ
λ
=
一

第

貌

五
1ι 
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第
ニ
十
六
巻

第
六
腕

入
凡
四

定
川
崎
事
岨
唱
に
品
目
吋
る
湛
貨
の
哉
低
限
度

，、
O 

誼

現

の
本
質
並
び
に
そ
の
作
用
を
税
先
す
る
に
は
、
事
ろ
カ

1
ル

-
7
w
や
ト
-
7
1
ト
の
獅
古
台
本
髄
ご
す
べ
き
で
め
る

ご
思
ム
。
そ
し
て
、

か
く
り
如
、
吉
見
方
に
於
げ
る
朋
仰
い
山
も
‘
も
ご
よ
り
競
争
に
封
立
す
品
概
念
た
る
貼
に
於
て

は
、
向
調
ム
リ
ゐ
る
認
で
は
な
い
が
、

そ
の
説
明
は
従
来

ωも
の
ご
些
か
異
ら

F
る
や
得
な
い

Q

か
〈
て
、
私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
濁
占
は
、

や
は
h
，
、
競
争
に
針
立

L
た
る
概
念
で
の
つ

τ、
競
争
が
存
在

せ
守
、
若
し
く
は
競
守
が
意
識
的
仁
中
止
せ
ら
れ
、
腐
止
せ
ら
る
、
場
合

は
・
そ
こ
じ
濁
占
が
ゐ
る
も

ω
ご
思

ふ
O

岳、し

τ、
私

ω解
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
競
守
ご
は
一
つ
の
市
場
〔
お
し
〈
は
販
路
〕
に
於
て
二
つ
若

L
〈
は
一
一

つ
以
上

ω
傍
業
政
策
が
樹
立
し
相
互
に
制
肘
し
影
響
す
る
司
」
ご
で
ぬ
れ
リ
、
調
占
ご
は
一
つ
の
市
場
円
若
し
〈
は
服

路
〕
に
於
て
、
成
産
業
仁
つ
い

τ獅
-
止
の
軍
一
な
る
管
業
政
策
が
存
す
る
場
合
で
ゐ
る
o

そ
の
車
一
な
る
替
業
政

策
は
最
初
よ
b
単
一
な
る
も
の
で
め
っ

τも
ま
た
は
、
多
数

ω傍
業
政
策
が
統
一
せ
ら
れ
て
皐
一
な
る
も
の

Z

た
uv
そ
“
い
が
獅
占
冗
る
た
め
に
は
.
阪
貢
じ
つ
い
て
、

こ
の
車
一
修
業
政
策

ω
定
立
に

な
っ
た
場
合
で
も
よ
い
。

関
係
な
き
同
業
者

ω、
若
し
く
は
岡
利
市
山
菜
を
目
的
ピ
す
る
相
官
業
者

ω、
蹴
官
業
政
策
に
制
肘
ぢ
b
れ
影
響
山
ピ
ら
れ

る
ご
い
ふ
こ
ど
な
〈
、
濁
立

L
た
も
の
た
る
を
要
す
る
。
寅
手
が
数
人
で
ゐ
っ
て
も
・
彼
等
が
皆
統
一
せ
ら
札
た

所
の
、
そ
し
て
彼
等
以
外
の
も

ω
よ
b
制
肘
せ
ら
れ
な
い
所
山
答
業
政
策
山
下
に
行
動

L
得
る
な
ら
ば
、

ぞ
れ
は

や
は
h
粗
削
占
で
め
る
。

カ
1
f
7
w
の
澗
占
、

ト
ラ
旦
ト
の
獅
占
は
が
〈
の
如
、
き
も

ωで
め
一
h
J
、
ま
た
従
来

ω
皐

者
が
猫
占
的
典
型
的
の
も
の
ピ
認
め

τ居
っ
た
所
り
・
多
数
叫
賀
手
じ
劃
立
す
る
一
人

ω由
民
子

ω澗
占
ピ
い
ふ
も

， 守司酬.'・・



の
も
、
亦

E
に

る
〉
目
、
き
も
心
工
作
よ
ら
よ
、
。

ヵ，、
d
占

u
n
q
i
hタ
7

7

b

勿
論
、
湖
占
ピ
い
ふ
噂
』
ご
を
、
私
が
右
に
遁
べ
た
る
如
き
意
味
に
於

τ理
解
す
る
に
し

τも
.

現
質
世
界
り
濁

占
が
・
み
な
e

-

の
意
味

ω
濁
占
的
完
全
な
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
の
不
完
全
な
る
も
の
も
頗
る
多
〈
存

在
す
る
。

カ
ー
ル
ア
片
や
ト
ラ
エ
ト
の
獅
占
ご
い
つ
一
ー
も
・
中
に
は
外
部
の
競
争
が
完
全
に
除
原
せ
ら
れ
や
、
ま

た
内
部
に
於
て
相
互

ω鋭
守
が
完
全
に
中
止
若
し
く
は
厳
止
せ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
卸
も
車
工
競
争
が
一
部

分
制
限
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
る
。

カ
ー
ル

7
b
F
や
ト
ラ
デ
h

・
ご
い
っ
て
も
・
毛
の
組
織
の
不
完
全

な
る
も
の
は
、
外
部
的
競
争
が
残
存
す
る
の
み
で
は
な
く
、
内
部
に
於
て
も
相
互

ω競
等
が
戎
範
囲
内
に
残
っ
て

居
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
ご
き
は
、

ヲ
ぞ
れ
ら
は
私

ω
い
ふ
意
味
に
於
て
も
不
完
全
な
る
湖
占
で
ゐ
品
。

澗
占
師
間
格
に
閲
す
る
理
論
も
、
ま
た
私

u、
右
に
越
ベ
た
る
が
如
き
濁
立
の
管
業
政
策
に
根
本
を
置
〈
意
味
に

於
り
る
濁
占
に
つ
い
て
研
究
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ご
忠
ふ
。
勿
論
、
従
来
の
純
積
率
教
科
書
的
設
明
に
於

τも、

二
れ
仁
鯛
れ
な
か
っ
た
諜
で
は
な
い
。
併
L
、
多
〈
は
、

た
u
y

多
数
的
買
手
に
劃
立

る
所

ω
一
人

ω寅
手
の
場

合
的
獅
占
を
主

t
L
て
論
じ
、
之
を
完
全
な
る
形
の
伺
占
で
ゐ
る
ご
な

L
、
前
掲
セ
ヲ
グ
マ
ン
の
知
一
一
言
説
明
を
之

に
山
崎
、

P
1
ル
ア
U
F

や
ト
ラ
λ

ト
の
場
令
の
澗
占
は
、
不
完
全
な
る
形
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

-
-
の
場
合
に

は
、
濁
占
の
理
論
が
そ
の
ま
、
に
は
行
は
れ
な
い
、

ご
い
ふ
こ
己
だ
け
を
附
胤
的
に
説
明
す
る
に
止
め
て
居
る
。

前

議

定
期
船
事
業
に
於
け
る
謡
賃
由
最
低
限
度

六

第
六
二
十
巻

第
プ〈

椀

λ
八
五

， 司・.M，，;. 



定
期
船
事
業
に
於
け
る
辿
貨
の
最
低
限
度

震

随

第
二
十
六
巻

λ
λ
大

第
コ内
視

故
に
従
来
り
数
科
書
は
、
吾
々
の
・
質
生
活
り
場
合

ω獅
占
に
事
ん
多
〈
の
泊
用
性
を
も
う
・
」

ω部
分
的
研
究
を
閑

却
し
、
・
』

ω
場
合

ω
理
論
は
・
調
占

ω
珂
論
ピ
競
争

ω
搾
論

ω
中
間
に
ゐ
る
も

ω
で
ゐ
っ
て
、
岡
者

ω
概
論
を
知

る
な
ら
ば
自
ら
知
b
得
る
も

ω
、
・
如
〈
に
取
扱
っ
て
居
る
の
で
ゐ
る
ω

併
し
乍
ら
、

カ
ー
ル
旦
7

P
や

ト

ラ
h
A

ト
の

場
合
的
傑
桁
決
定
は
、

そ
の
獅
占
が
単
に
簡
は
ゆ
る
不
完
全
ピ
の
み
見
る
べ
き
も
の
で
は
な
〈

L
t
、
事
ゐ
或
る

一
定
的
性
質
を
も
っ
一
所

ωも
の
で
ゐ
る
か
ら
・
ま
た
従
ウ

τ
一
定
的
理
論
り
下
に
あ
る
も
の
で
、
競
争
倒
格
り
決

定
ピ
多
数

ω
翼
手
に
制
剖
山
ー
す
る
一
人
的
寅
手
り
場
合
的
凋
占

ω
煩
桁
決
定
ご
を
知
ら
ば
、
自
ら
理
解
し
得
る
が
如

き
簡
単
な
る
も
の
で
は
な
い
。

凋
占
者
の
最
大
枚
徒
主
義
ご
供
給
の
自
由
減
縮
ご
の
衝
突

さ

τ、
獅
占
的
意
義
は
、
右
に
越
ぺ
た
る
所
に
よ
h
て
明
か
で
ゐ
ら
う
ご
思
ふ
か
ら
、
前
に
紹
介
し
た
る
セ

9

グ

T

Y

の
獅
占
倒
格
的
理
論
を
批
評

L
・
進
ん
で
本
論
的
限

H
た
る
定
期
船
越
鎖
的
最
低
限
度
に
つ
い

τ述
べ
な

り
れ
ば
な
ら
肉
。

セ
F
グ

T

Y

の
言
ふ
が
如
主
、
濁
占
者
は
供
給
ぞ
自
由
に
増
減
し
得
る
所

ω支
配
カ
を
も
つ
ど
い
ふ
こ
正
は
、

極
め

τ盟
・
純
な
る
濁
断
で
あ
る
。
か
〈
の
如
き
は
、
極
的
て
小
規
模
な
・
資
本
的
同
定
す
る
領
も
甚
に
少
〈
、
融
宵

働
者

ω欽
-b
甚

r少
き
家
内
工
業

ω如
、
吉
も
り
が
、
「
多
掛
劇
的
買
手
に
樹
立
す
る
所
の
一
人
の
貰
手
」
ご
し

τ獅
占

" ....・4場"



的
地
位
に
ゐ
る
場
合
に
は
可
抽
出
な
る
も
の
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
・
大
規
模
り
工
場
エ
業
で
、
生
産
量
り
増
加
に
伴
つ

て
生
庭
費
が
遁
減
し
、
生
産
量
り
減
少
に
作
っ
て
生
産
品
立
か
遮
加
す
る
所
的
性
質
を
も
ち
、
且
っ
そ
り
事
業
に
固

定
せ
ら
れ
た
白
る
資
本
も
大
き
〈
、
使
用
す
る
熟
練
労
働
者
も
多
数
な
る
場
合
に
は
、
嘗

τは
ま
ら
ぎ
る
説
明
で
ゐ

る
。
蓋
し
、

セ

y
グ
マ

V

自
ら
も
言
ふ
が
如
〈
、
獅
占
有
は
、
代
倒
ピ
供
給
量
正
の
関
係
に
於
て
、
調
は
ゆ
る
最

大
の
獅
占
牧
盆
を
悲
げ
得
る
鮎
に
そ

ω生
産
的
規
桜
を
定
め
る

ωで
あ
る
。
併
し
彼
が
一

E
か
う
G
駄
に
生
産
の

規
模
を
定
め
た
る
後
に
も
、
需
要
側

ω事
情
は
供
給
者
た
る
ニ
の
澗
占
者
の
事
情
己
は
勿
論
無
関
係
に
挺
化
す

る
o

卸
も
例
へ
ば
景
気

ω後
動
に
よ
ち
眺
買
力
的
減
退
し
た
る
場
合
に
は
、
ニ
の
濁
占
貨
物
に
濁
す
る
需
要
も
・

元
的
代
償
に
て
は
減
退
せ
グ
る
を
得
な
い
。
然
る
ご
き
に
、
獅
占
者
は
、

そ

ω供
給
を
減
紛
す
る
ζ

ど
じ
ょ
っ

て
、
怖
に
、
利
益
を
止
ん
は
ゲ
る
勅
に
代
債
を
保
ワ
こ
ご
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
か
。

こ
の
供
給
り
減
紡
は
、
そ
の
事
業
に
固
定
的
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本

ω額
が
大
な
る
に
従
っ
て
、
且
っ
そ
の

使
川
す
る
熟
繰
労
働
者

ω数
ω多
き
に
従
っ
て
、
盆
I
困
難
で
ゐ
・
9
、
か
、
る
事
業
に
於
て
は
最
大
の
獅
占
牧
盆

は
、
寧
ん
供
給
量
を
減
山
T
A
V
し

τ、
た
い
代
舗
を
引
下
げ
る
こ
ど
に
よ
っ
て
の
み
泉
げ
ら
れ
る
こ
己
、
な
る
。
そ

れ
は
、
岡
定
資
本
り
鎖
却
正
、
ニ
れ
に
劃
す
る
別
チ
ご
を
計
算
す
れ
ば
、
供
給
量

ω減
少
は
・
単
位
生
産
裂
含
比

較
的
多
か
ら
し
む
る
か

ιで
ゐ
る
G

放
に
、
か
〈

ω如
量
調
占
工
業
に
ゐ
h
て
は
、
最
大
仰
獅
占
牧
径
を
由
車
「
る

Z
い
ふ
主
義
白
慨
が
供
給
減
締
り
自
由
合
奪
ふ
ニ
ピ
に
な
る
。
獅
占
者
は
、
供
給
を
自
由
に
増
減
L
得
る
の
支
配

歯

捜

定
期
船
都
議
に
掛
付
る
融
買
の
最
低
限
度

餌
二
十
六
趣

λ
λ
七

第

甑

"".‘・・



論

議

定
問
崎
事
業
に
札
即
け
る
運
賃
の
最
低
限
度

第
二
十
六
巻

λ
λ
八

第

競

六
回

カ
を
も
っ
ご
い
ふ
が
如
き
、
若
し
く
は
少
〈
記
も
之
を
減
紛
し
得
る
自
由
を
も
っ
ご
い
ム
が
如
き
は
、
寧
ろ
今
日

の
工
場
工
業
に
於
て
は
宮
工
は
ま
ら
唱
さ
る
仮
設
的
絢
断
で
あ
る
。

濁
占
4
4
は
常
に
供
給
を
自
由
に
支
配
し
得
る
も
の
で
ゐ
る
ご
い
ふ
は
‘

か
〈
の
如
〈
、
仮
設
的
網
断
で
あ
る
o

放
に
、
用
訴
周
到
な
る
設
明
を
な
す
も
の
は
、
獅
占
師
恨
絡
に
つ
い
て
、
前
掲

ω如
き
理
論
を
構
成
す
る
に
も
、

P
グ
7

ン
の
如
〈
、
断
定
的
な
る
言
業
を
用
ゐ
る
を
越
り
て
、
仮
定
的
表
現
を
用
ゐ
る
。
即
ち
セ
w
y
F

ご
い
ふ
言
葉
を
用
ゐ
る
け
れ

Y
一
色
旨
例
へ
ば
タ
タ
ジ
ッ
ク
の
如
き
は
、

7 

シJ

t主

叶
『
ゆ
呂

Oロ0
日uorω

同

nop同
門

O
Z
岳
mω
ロ官官】山、

当
。
自
白
可

E
E自
P

忠
匹
。
。
ロ
宮
内
陣
邑

-
O
B
F
H
E
H
H
U
2
8日
吉
田
2
出
品
。
同
卵
白
0
2
0
唱。一可

H
H
d
-昨日阿佐古語、血耳切旬、

自
品

ωと
E
H
昨日同町

EHU1日
、
三
岳
山
ロ
E
E
m
-
g
n
o
自
己

E
R
m
z
u
O
B
E
E
E
ロ
S
E
自
民
一
ヨ
ロ
自
向
E
U・
古
昔
一
ロ
つ

て
、
獅
市
論

ω基
本
た
る
所

ω、
濁
占
者
は
供
給
を
調
節
し
得
る
ご
い
ふ
-
-
ご
は
一
つ
の
仮
定
な
る
こ

Z
を
初
め

よ
b
明
阪
に
し
て
、
設
明
を
し
て
廃
品
位
で
あ
る
。

阪
に
、
従
来
的
弱
占
理
論
に
於
て
一
言
ふ
所
り
、
供
給

ω
自
由
支
配
ご
い
ふ
こ
ご
が
、
単
な
る
仮
定
で
あ
っ
て
司

且
つ
必
宇
し
も
羽
賀

ω
濁
占
に
宮
工
は
ま
ら
な
い
も
の
な
る
・
』
さ
が
認
め
ら
る
、
以
上
は
・

所
り
「
濁
市
岡
恨
併
は
生
産
費
倒
格
よ
10
以
上

ω
b
ω
で
ゐ
る
」
ご
い
ふ
こ
ご
も
、
ま
に
必
す
し
も
現

-wHω
獅
占
的
場

-
』
れ
を
基
礎
正
し
た

合
り
一
帯
怖
を
言
ひ
表
は
し
た
も

ωで
な
い

4

E
が
明
か
ご
な
る
で
ゐ
ら
う
。
そ
し
て
、
濁
上
口
償
絡
も
亦
、
必
中
し

も
生
産
費
以
上
た
る
こ
古
を
待
A
v
t
せ
ば
、
「
漏
出
者
が
偵
格
引
下
げ
に
よ
っ
て
何
等
の
利
益
を
奉
げ
得
な
い
ご
い セ

ibid.. p. 256 
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や
う
な
場
合
」
も
勿
論
ゐ
・
り
得
る
所
己
認
め
ら
る
べ
〈
、
夏
に
、

一
歩
進
め
て
郷
占
者
も
亦
損
失
に
於
て
傍
業
を

な
す
こ
ど
も
必
宇
し
も
ゐ
b
得
ぺ
か
ら

g
る
も
の
で
な
い
噌
』
ご
が
了
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
ご
、
に
於
て
拡
が

本
論
に
於
て
遁
べ
ん
ご
す
る
所

ω、
定
期
船
事
業
に
於
り
る
運
賃

ω最
低
限
度
も
、

-
』
れ
を
問
題
.
己
な
し
得
る
-
』

正
が
、
澗
市
理
論
的
上
に
於
て
承
認
せ
ら
る
、
こ
吉
、
な
る
で
ゐ
ら
う
。

タ
ク
;:..;-

'/ 

よ p
h は
タ~
f 回目、

な型
コ

旨())

ZTT 
語江
?問
[̂J :i.~ 
に守
，.)-^-仏

士L ¥" 
0) 内

d弘 三て

生託
:獅
:皇
宮力庁
、そ
ゐ
。 0)

こ意
1) 1思

い於
J2 い
故三

lioE 
由 品告

ら f
;lr ~ 

宇多
口〈
ツ、

若
し
〈
は
、

ク
の
言
ム
所
が
異
質
で
あ
る
古
す
る
な
ら
ば
、
供
給
を
支
配
す
る
の
カ
な
き
凋
占
的
場
合
に
於
て
は
、
そ
の
理
論

は
、
競
守

ω場
合
Z
何
等
異
る
所
な
き
も
の
ご
な
る
答
で
ゐ
る
。
然
る
芭
き
は
、
定
期
般
業
者
は
濁
占
的
地
位
に

あ
る
け
れ
ど
も
、
後
に
通
ぶ
る
が
如
〈
、
替
業

ω損
失
が
戒
る
駄
に
迷
す
る
ま
で
は
、
そ
の
船
腹
的
供
給
を
自
由

に
減
紛
し
得
F
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
定
期
航
漣
貨
に
は
、
競
争
的
下
に
持
業
せ
る
不
定
期
船
運
賃
ご
回
調
る
所

の
、
何
等
特
殊
り
問
題
な
吉
が
如
〈
に
見
え
る
ω

ぞ
り
最
低
限
度

ω如
き
も
亦
.
不
定
期
船
り
場
合
さ
会
〈
同
一

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
隼
白
ご
な
る
。

併
し
、
供
給
量
は
必
中
し
も
之
を
任
意
に
柑
滅
す
る
こ

Z
は
出
来
な
い
に
し
て
も
、
調
占
者
は
阪
に
他

ω阿
茶

岩
的
鍔
業
政
策
に
制
肘
せ
ら
れ
影
響
せ
ら
晶
、
-
』
ピ
な
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、

司
』
の
貼
に
於
工
、
競
守
的
場
合
的

如
〈
、
同
業
者
に
よ
ち
て
そ

ω持
業
政
策
が
影
響
せ
る
、
場
合
に
劉
比
し
て
、
ま
た
特
殊

ω問
題
な
き
能
は
F
る

論

欝

定
期
船
事
諜
に
於
り
る
担
拭
山
最
低
脱
皮

六
五

弟
二
十
{
ハ
傘

工、
ι

'
'
j
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論

議

定
期
船
事
業
に
於
け
る
誕
賃
由
最
低
阻
度

第
二
十
六
巻

λ
九パ〉

第
凡
醐
脚

4

、-、
」

a
'
d
F

所
で
あ
る
。
従
っ
て
、
定
期
般
事
業
に
於
け
る
運
賃
の
最
低
限
度
は
、
不
定
期
般
事
業

ω場
合
に
於
け
る
記
、
ま

た
多
少
回
調
る
所
が
あ
る
。

四

定
期
舶
事
業
に
於
け
る
供
給
舶
腹
減
縮
の
困
難

私
は
、
上
に
遁
h
A

る
所
に
よ
っ
て
、
私
が
ニ
、
に
池
ぺ
ん
正
す
る
所
の
足
期
般
謹
貨
の
最
低
限
度
に
闘
す
る
理

論
を
説
明
す
る
「
い
つ
い
て
妨
害
己
な
る
従
来
の
凋
占
理
論
を
批
評
し
得
た
Z
思
ふ
。
よ
っ
て
愈
』
こ
れ
よ
b
本
論

に
入
ら
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

定
期
帥
刷
業
者
は
、
阪
に
こ
の
論
文

ω四
円
闘
に
越
べ
た
る
が
如
〈
-
今
日
に
於

τは
、
初
も
世
界
交
通
上
的
主
要

航
路
に
於
て
は
、

ヨ

ン

フ

ア

レ

ン

1
Z
汎
郁
せ
ら
晶
、
所
的
替
業
同
蹴
を
組
制
l
、
加
脱
者

相
互
的
競
守
を
中
止
す
る
の
み
な
ら
す
、
運
賃
延
反
制
そ

ω他
ω方
訟
を
以

τ、
外
部
よ
り
の
現
お
な
る
競
引
を

い
か
な
る
所
に
も
、

排
斥
し
て
居
る
。
従
っ
て
、

こ
の
同
盟

ω加
問
者
は
共
同

ω統
一
せ
ら
れ
た
る
符
業
政
策
的
下
に
管
業
を
な
し
、

こ
の
径
議
政
策
は
、
同
盟
外
り
同
染
者
山
傍
業
政
策
に
よ
h
τ
制
肘
セ
ら
れ
影
響
セ
ら
る
う
」
ご
が
な
い
か
ら
、

よ
〈
そ
叫
澗
立
を
保
ウ
こ
ど
が
出
来
て
目
的
る
。
郎
も
、
彼
等
は

M
m
u
作
川
に
よ
っ
て
澗
占

ω地
位
に
ゐ
る
も

ω

で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
.
定
期
船
活
者
は
、
獅
占
り
地
位
に
ゐ
bJ
、
踊
叫
主

ω
管
業
政
策
を
正
、
り
得
る
も
の
で
め
る
か
ら
、

可子
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そ
の
運
賃
色
2

V

フ
ア
レ

y

月
の
協
定
に
於
て
任
意
に
之
を
定
む
る
こ

E
が
由
来
る
も

ω
で
あ
る
。
競
争
同
業
者

の
運
賃
政
策
に
引
宇
ら
れ
る
さ
い
ふ
や
う
な
こ
ご
は
な
い
。
故
に
、
若
仁
従
来
の
普
通
的
調
占
師
恨
椛
論

ω
数
ゆ
る

所
の
如
き
も

ω
が
異
理
で
あ
る
な
ら
ば
、
定
期
船
的
連
鎖
は
、

こ
の
事
業
に
要

τる
原
設
が
最
低
限
皮
で
あ
っ

て
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
こ
れ
よ
り
引
下
ヤ
る

ω
要
な
出
が
如
く
で
ゐ
る
o

併
し
、
賞
際
山
り
事
怖
を
見
れ

ば
、
定
川
船
業
者
は
、
目
指
し
て
、
常
に
、

を

ω
事
業
に
契

τる
原
提
を
以

τ、
謹
貝

ω
設
低
限
与
す
る
こ
ピ
が

出
来
て
居
る
か
。
換
一
百
せ
山
弘
、

2

V

ア
ア

V
Y
A
ω

定
む
る
定
期
船

ω
運
賃
は
、
憶
に
、

そ
的
一
派
曲
賞
以
上
に
定
ま

る
も
り
で
ゐ
る
か
。
私
は
、
先
づ
こ
山
問
題
よ
b
研
究
す
る
で
あ
ら
う
。

定
則
船
事
業
仁
於
'
し
は
、
世
円
1
越
べ
た
る
が
如
く
、
そ
山
一
服
投
正
巡
封
ご

ω
聞
係
正
い
っ

τ色、

ζ

れ
を
制
叫
山
討
す
る
こ
正
は
争
一
然
不
可
能
で
め
る
定
刻
仙
川
端
業
に
於
工
は
、
固
定
柴
正
共
通

一
つ
の
運
迭

客
他
企
限
定
し
て
、

費
ど
が
、
そ

ω
純
投

ω殆
戸
一
大
部
分
を
占
的
、
各
例

ω
迩
詑
客
悶
ド
ト
つ
い

τ要
す
る
所

ω
謂
は
ゆ
る
特
別
設
な
る

も
り
は
・
秘
め
て
小
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
ゐ
る
o

従
っ
て
定
期
舶
副
業
に
ゐ
つ
て
は
、
原
臨
賀
正
運

賃
正
的
関
係
正
い
ム
-
』
局
、
」
は
、

一
定

ω
期
間
、

即
も
一
凪
宮
内
業
年
皮
に
於
り
る
迩
賃
収
入
的
総
額
ピ
艇
史
的
総
額
正

の
関
係
仁
於

τ、
こ
れ
を
見
る

ω外
は
な
い
。

併
し
、
原
農
ピ
運
賃
ピ
的
問
係
は
、

か
〈

ω如
〈
、
共
に
そ
の
総
額
を
比
較
す
る
の
外
に
方
法
は
な
い
の
で
ゐ

る
が
、
質
際
り
蓮
貨
は
、

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
各
伽
り
蓮
浩
客
位
的
問
単
位
重
量
若
し
く
は
皐
位
容
積
に
劃
し
て
謀

前

縫

'" 七

定
期
船
事
業
に
於
け
る
誕
貨
の
最
低
限
度

第
二
十
大
谷

λ 
九

H
F
ムハ腕
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最

定
期
船
事
業
に
於
け
る
混
貨
白
最
低
限
度

論

集
二
十
六
巻

J、
ブι

第
六
観

，古
λ 

ζ

れ
を
標
準
正
し
て
定
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
定
期
般
事
業
に
あ
っ

τは、

せ
ら
る
、
の
で
あ
る
か
ら
、

て
遁
ぺ
た
る
所

ω如
〈
、
各
秘
的
貨
物
に
つ
い
て
、
そ
の
運
賃
の
負
曲
折
カ
・
即
ち
主
ご
し
て
そ
の
債
格
の
大
小
に

-
』
れ
も
嘗

感
じ

τ定
め
ら
れ
る
の
で
め
る
。
故
仁
、

か
(
し
て
定
め
ら
れ
た
る
各
倒
り
運
送
客
健
叫
運
賃
は
、
前
述
り
如
話

総
額
的
仁
比
岐
川
側
袋
せ
ら
る
、
一
場
合
的
卒
均
.
旅
費
(
他
wm撲
を
金
槌

ω運
送
量
に
て
削
蛍
て
た
る
も
の
)
に
、
戒
は

超
過
す
る
も
の
も
あ
h
、
戒
は
不
足
す
る
も
の
も
ゐ
る
は
岡
よ
り
常
然
で
ゐ
品
。
な
が
、

司
、
、
、
に
定
則
般
市
叫
業
仁

於
け
る
原
技
ご
運
賃
己
の
閥
係
正
い
ふ
も
の
は
、

か
(
の
如
、
き
・
卒
均
原
費
ご
各
倒
的
運
送
客
健
的
運
賃
正
の
閥

係
を
い
ふ
の
で
は
な
い
。
各
似
の
蓮
迭
客
髄
り
謹
在
、
一
中
均
回
刷
費
ご
比
較
し
て
、
或
は
高
〈
戒
は
低
い

Z
し
て

も
‘
暑
の
箆
方
正
も
総
額
に
於
て
比
較
し
、
定
期
帥
州
事
業
に
於

τは
、
そ
の
原
曲
賞
が
蓮
貨
の
最
低
限
皮
た
る
も
的

で
あ
る
か
戒
は
然
ら
さ
る
か
、
若
し
然
ら
宇
ご
す
れ
ば
・
そ

ω
最
低
限
度
た
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か

を
研
究
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。

定
矧
船
一
端
業
以
、
世
田
て
越
、
へ
た
る
が
如
〈
.
特
定
り
航
路
に
、

そ
り
航
路
り
経
憐
的
並
び
に
自
然
的
批
時
四
に
池

合
す
る
所

ω特
定
り
船
舶
を
用
ゐ

τ雌
品
業
ず
る
も
の
で
め
る
。
そ
し

τこ
の
替
業
に
は
、

一
方
に
於
て
、
修
業
地

盤

ω
開
拓
繍
張

ω
た
め
に
、
他
方
に
於

τは
、
交
活
路
並
び
に
交
活
機
闘

ω設
備

ω
た
め
に
、
五
額

ω資
本
を
回

定
ず
る
必
要
が
ゐ
る
o

卸
も
、
こ
の
事
業
内
一
岡
容
た
る
荷
主
ピ
得
意
開
係
を
結
び
、

こ
れ
を
維
持
し
、
こ
れ
を
盆

「定'91船事業に於ける謹主主原資と迎貨とり脚保」担隣論叢第二十点巷車三観
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t
繍
張
す
る
た
め
に
、
厨
告
宣
偲
交
際

ω費
用
を
要
し
、
そ
れ
ら
は
運
賃
の
利
盆
ご
し

τ
い
な
け
れ
ば
再
び
回
股

し
得

g
る
同
定
的
の
資
本
投
下
で
ゐ
る
。
ま
た
、
般
客
貨
物

ω
積
込
積
卸
し
の
た
め
に
港
、
持
設
備
恥
設
け
、
貨
物

の
牧
森
保
管

ωた
め
に
倉
悼
を
お
h
、
且
っ
そ
の
使
用
航
船
も
嘗
諮
航
路
に
於
り
る
輪
設
貨
物
若
し
{
は
旅
客
り

需
要
4T
趨
合
す
る

ω設
備
を
な
し
、
そ
の
鋤
耀

ω構
匙
・
機
関
的
設
計
も
、
そ
の
航
路
的
自
然
的
事
情
に
最
も
よ

〈
適
合
し
た
る
も
の
を
周
ゐ
る
o

こ
れ
は
、
船
舶
り
能
率
を
悲
げ
て
生
産
設
を
低
減
す
る
に
必
要
な
が
ら
で
あ

る。
か
(
の
如
〈
、
定
期
跡
事
業
に
ゐ
h
て
は
、

E
観
的
資
本
が
事
業
に
悶
定
的
に
投
下
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
っ

レ

Y
ヅ

τ、
こ

ω貼
に
於
て
餓
道
事
業
正
一
蹴
る
相
類
似
t
る
も
の
で
あ
る
。
即
も
・
嘗
て
紹
介
し
た
る
が
如
〈
.

の
計
算
せ
る
所
に
従
へ
ば
、
定
期
般
事
業
に
於
て
固
定
資
本
ご
流
動
資
本
正
の
割
合
は
・
入
五
・
五
乃
至
九
一
吉
、

一
四
・
五
乃
至
九
で
あ
ち
、
鍬
道
事
業
に
於
て
は
九
二
乃
至
九
五
ピ
八
乃
至
五
で
あ
る
ご
い
ふ
。
そ
し
て
、
商
業

に
ゐ

b
て
は
、
岡
定
資
本
を
多
〈
要
す
る
柿
類
り
も
の
で
も
、
そ
の
割
合
は
二

O
で
あ
っ
て
、
流
動
資
本
は
入

O

で
あ
b
、
紡
績
一
ム
業
に
於
て
は
、
回
定
資
本
七
五
に
封
し
流
動
資
本
二
五
の
割
合
で
あ
る
ご
い
ふ
。

定
期
跡
事
業
に
於
て
は
、
右
に
越
ぷ
る
が
如
〈
.
そ
の
資
本

ω大
部
分
が
固
定
せ
る
が
た
め
、
島
商
業
の
地
盤
も

亦
制
定
的
苦
な
る
。
彼
等
が
相
互
の
競
守
を
不
利
盆
正
な
し
て
、

-

Y
フ
ァ
レ

y
z
な
る
同
盟
骨
組
成
す
る
も
こ

れ
が
た
め
で
あ
b
、
外
部
よ
h
の
競
需
を
排
斥
す
る
が
た
め
、
運
賃
延
戻
制
そ
の
仰
の
方
法
を
採
用
す
る
も
こ
の

前

業

定
期
船
事
業
に
於
げ
る
辿
賃
D
最
低
限
度

第
二
十
六
巻

八
:1， 

拍
車

λ
腕
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設

論

定
期
船
事
業
に
於
け
る
謡
賃
の
最
低
限
度

第
二
十
六
巻

λ
丸
凹

第
六
披

七
O 

理
由
に
基
(
。
そ
し
て
、
定
期
般
業
者
が
、

か
(
の
如
〈
資
本
を
回
定
す
る
所
の
事
業
の
規
模
を
定
む
る
に
つ
い

て
は
、
勿
論
、
賞
核
航
路

ω事
舗
を
調
査
し
、
特
に
そ

ω船
腹

ω量
を
1
1使
用
般
的
数
ご
そ
の
各
I
の
噸
数
正

を
|
|
定
む
る
に
つ
い

τは
、
常
該
航
路

ω交
通
量
を
一
般
的
妹
態

ω下
仁
調
査
し
て
、
之
に
滴
膳
す
高
に
つ
ご

む
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

併
L
乍
ら
、
海
運
界

ω且
品
集
は
、
陸
上
産
業
り
隆
盛
に
追
随
し
て
品
開
化
す
る
。
陸
上

ω産
業
は
・
文
化
的
進
歩

百
共
に
、
そ
の
大
勢
に
於
て
は
、
次
第
に
陵
盛
に
向
ふ
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
而
も
、

ご
き
ご
し
て
甚
だ
L

(
隆

盛
に
、
ま
た
正
き
ご
し
て
甚
ピ
し
(
泌
淵
聞
に
趣
〈
ニ
ご
ゐ
る
も
見
れ
難
き
所
で
ゐ
る
。
然
る
吉
、
き
は
、
海
運
外
の

最
出
品
も
ま
た
、
こ
れ
に
従
っ
て
良
好
ご
な
h
或
は
不
良
t
な
る
。
な
が
、

二
、
に
越
叫
ん
ピ
す
る
所

ω運
賃

ω最

低
限
度
な
る
も
の
は
、
海
運
田
抑

ω
こ
の
甚
に
し
き
不
景
気

ω場
合
に
起
る
所
的
事
情
で
ゐ
る
。

調
占
者
は
需
要
M
V

減
退
し
た
る
場
合
に
は
‘
供
給
を
減
縦
し
て
、
同
慣
格
的
下
落
合
防
ぎ
若
し
〈
は
之
が
釣
り
上

げ
を
策
し
‘
以
て
謂
は
ゆ
る
最
大
限
度

ω
獅
占
牝
盆
全
血
中
げ
ん
ご
す
る
も
り
で
ゐ
品
、

己
い
ふ

ω
が
、
慨
に
紹
介

し
た
る
が
如
〈
.
従
来
普
通
り
獅
占
理
論
で
ゐ
る
。

ヨ

V

フ
ァ

V

Y

ス
組
紙
山
下
に
ゐ
る
定
期
帥
刷
業
者
は
、
加
盟

者

ω
一
員
正
し
て
獅
占
的
地
位
に
あ
る
も

ω
で
あ
る
。
併
し
彼
等
は
‘
事
業

ω性
質
上
、
不
長
策
的
場
合
に
於
て

も
、
船
腹
り
供
給
を
、
自
由
に
、
そ
の
不
恭
%
が
加
は
る
Z
共
仁
、
減
拍
酬
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

，ー・..・..'



第
一
に
、
舶
舶
の
活
動
な
る
も
の
は
、
或
日
開
工
業
ゆ
工
場
正
具
h
、
そ
の
需
要
の
減
退
に
順
服
し
て
、
そ
の
一

部
分
を
停
止
f
得
る
も
の
で
は
な
い
。
有
も
活
動
す
る
限
b

一
隻
が
一
純
正
し
て
令
部
的

ω
活
動
を
な
す
の
外

は
な
い
。
若
し
附
腹

ω
供
給
を
制
限
せ
ん
ど
す
る
な
ら
ば
、
政
隻
を
使
役
ぜ
る
航
路
よ
り
、

一
隻
若
し
(
は
二
隻

を
扱
き
取
る
の
方
法
が
ゐ
る
ピ
け
で
ゐ
る
。
併
し
か
〈
の
如
き
こ
芭
は
配
舶
表
を
狂
は
し
、
-
短
期
山
帆

ω糊
行
を

阻
害
す
る
の
で
ゐ
る
か
ら
‘
定
期
舶
事
業
そ
の
も
の
、
破
擦
で
あ
る
。
如
何
に
獅
占
的
地
位
に
あ
る
ご
い
つ

τ

も
、
替
業

ω信
用
上
容
易
に
な

L
能
は
ぜ
d

る
所
で
ゐ
る
。

第
二
に
、
濁
占
的
地
位
に

b
る

ω放
を
以
て
・
般
に
替
業
信
用
金
重
胤
ぜ
争
、

配
舶
単
品
を
骨
骨
重
せ
宇
し
て
、
定

期
仙
台
そ
り
就
役
航
路
よ

h
一
一
一
扱
き
取
る
ご
す
る
も
、
そ
の
蹄
舶
に
投
下
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
岡
定
せ
ら
れ
た
る

資
本
は
、
た
い
に
何
等
叫
牧
徒
を
生
ま
ざ
る
り
み
な
ら
す
、

そ
り
利
子
ご
、
そ
的
原
樹
鈎
却
費
正
、
そ

ω保
険
料

の
負
循
は
之
を
見
る
、
こ
芭
が
川
来
宇
、
一
見
に
ニ
れ
を
繋
制
す
る
に
つ
い
て
は
、
ぞ
れ
が
た
め
に
積
極
的

ω
費
胤

を
要
す
る
。
こ
れ
ら
、
固
定
的
豊
刈
(
回
定
費
)
Z
繋
制
的
際
叫
一
般
舶
維
持
費
(
難
航
中

ω経
挫
投
)
ど
は
、
航
海
運

設
り
場
合

ω費
用
よ
h
は
少
傾
で
ゐ
る
げ
れ
Y
』
も
、
決
し
て
等
閑
泊
四
し
得
る
程
の
今
一
額
で
も
な
い
。
故
に
、
私

が
、
嘗
て
不
定
期
般
運
賃
の
最
低
限
度

ω場
合
に
遁
ぺ
た
る
所

ω繋
般
鮎
な
る
も
の
を
、
こ
の
場
合
に
も
一
膳
考

慮
せ
ら
れ

F
る
を
得
な
い
。
郎
ち
、
そ
の
船
舶
を
航
海
運
送
に
使
役
す
る
場
合
的
損
失
己
繋
船

ω
場
合
の
損
失
正

を
比
紋
し
.
前
者
凶
損
失
り
方
が
大
な
る
場
合
に
初
め

τ、
そ
の
船
舶
は
螺
樹
せ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
。
然
ら

F
れ

歯

第
二
十
六
巻

七

議

定
期
船
事
業
に
於
ゆ
る
誕
賃
由
最
低
限
度

λ
九
五
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簡

襲

定
期
船
事
識
に
於
け
る
誕
質
問
最
低
限
出

第
二
十
六
巻

七

第
六
日
抗

λ
九
六

ば
、
興
一
舶
は
採
算
上
無
意
味
た
る

ωみ
な
ら
守
、
事
ろ
損
失
を
意
味
す
る
か
ら
で
ゐ
る
。
放
に
定
期
舶
業
者
が
、

般
に
、
使
用
般
帥
聞
を
定
期
航
路
よ
ち
援
き
取
る
-
』
古
に
よ
っ
て
供
給
を
減
紛
せ
ん
芭
す
る
も
、
そ
れ
は
運
賃
が
綬

晶
茸
を
償
ム
聞
は
な

L
得
ぎ
る
所
で
あ
っ
て
、
運
賃
が
之
を
償
は

F
る
噌
』
ご
甚
に
し
き
に
至
る
ま
で
引
下
げ
ら
れ
て

後
の
問
題
で
あ
る
。

第
三
に
、
戎
る
定
期
航
路
よ
り
引
援
が
れ
た
る
定
期
船
は
、
必
宇
し
も
之
eT
繋
留
せ
A
V
Z
も
、
他

ω定
期
航
路

に
使
用
し
得
F
る
も
り
で
ゐ
る
か
、

ご
い
ふ
問
題
が
あ
る
o

定
期
船
業
者
は
大
抵
.

た
い
一
つ
の
鋤
踏
に
の
み

品
百
楽
す
る
山
で
は
な
〈
、
多
数
り
航
路
を
同
時
に
終
答
し
て
居
る
。
併
L
乍
ら
、
海
運
田
仲
叫
不
景
気
は
、

h

h

v

或

る
一
つ
の
航
路
に
り
に
つ
い
て
起
る
も
り
で
は
な
〈
.
荷
も
不
景
印
刷
が
来
れ
ば
.
そ
れ
は
海
辿
界
一
般
で
あ
る
o

飯
に
或
る
}
つ
の
航
路
が
、

そ
れ
よ
り
使
周
航
を
引
抜
か
ね
ば
な
ら
ぬ
程
深
刻
に
不
景
訴
に
な
っ
た
ご
す
れ
ば
、

ミ
れ
を
他

ω定
期
航
路
仁
廻
し
て
も
有
刺
に
活
勘
せ
し
め
得
品
-
』
正
は
望
み
な
き
所
で
あ
る
。
殊
に
、
各
定
期
航

路
は
銑
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
ζ

に
各
別

ω
コ
ン
ア
ア
レ
ン
ス
が
成
立
し
て
居
る
の
で
ゐ
つ

τ、
常
務
ヨ
ン
ア
ア
レ

ン
ス

ω承
総
を
得
る
の
で
な
け
れ
ば
‘
加
脱
者
己
離
も
任
意
に
そ

ω
使
川
舶
を
増
加
し
得
る
評
で
も
な
く
、
若
し

官
該
航
路
り
ヨ
ン
フ
ア
レ
V

1

に
加
盟
し
て
尉
ら
な
け
れ
ば
.
勿
論
、
任
意
に
そ
-
』
に
廻
船
す
る
ニ
ご
は
不
可
能

で
あ
る
。
故
に
定
期
航
路
よ
h
引
扱
か
れ
た
る
般
舶
は
、
繋
留
す
る

ω外
な
き
も
の
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
凶
。

右
に
越
ぷ
る
が
如
〈
、
定
期
船
副
業
仁
ゐ
・
り
て
は
.
普
通
的
濁
占
舗
格
論
が
数
ふ
る
が
如
〈
、
狗
占
師
恨
絡
は
生

"司・'.j.J" 



産
投
以
上
に
定
時
ら
れ
る
ご
い
ふ
-
』
芭
の
前
提
た
え
供
給

ω自
由
滅
紛
が
損
盆
計
算
り
上
よ
り
見
て
、
不
景
気

が
初
ま
る
り
常
初
に
於

τは
、
品
川
ど
不
可
能
で
ゐ
る
。
姉
山
肌
叫
供
給
を
減
紛
f
得
る
的
は
、
若
し
〈
生
康
費
を
下

る
ま
で
迦
貨
が
引
下
げ
ら
れ
た
る
後
で
ゐ
る
o

海
運
山
介
U

B

岡
山
執
が
思
〈
な
る
傾
向
が
比
え
船
腹

ω
需
要
が
減
紡
L

て
家
主
も
、
訪
は
ゆ
る
品
大
限
皮
川
町
制
占
牧
盆
を
得
る
ご
い
ふ
目
的
川
た
め
に
は
、
品
川
腹
叫
供
給
を
械
紛
す
る
こ

芭
は
不
可
能
で
め
る
o

定
期
船
業
者
が
-
w

の
場
合
仁
ご
り
得
品
集
は
、
船
腹
供
給
り
減
紛
で
は
な
く
し

τ、
理
H

の
引
下
げ
で
あ
る
。
運
賃
的
引
下
げ
に
よ
う

τ、
海
上
移
動
貨
物
を
誘
引
し
、
船
腹
的
需
裂
を
刺
戟

L
、
仇
判
注
量

の
培
加
を
計
h
、
若
し
〈
は
そ
の
減
退
を
防
止
し
、
常
該
端
情

ω下
に
許
古
る
、
所
的
・
調
は
ゆ
る
抗
大
限
度

ω

溺
占
牧
盆
を
計
る
の
外
仁
方
策
は
な
い
。

放
に
、
わ
砂
川
旭
川
介

ω不
恭
一
滅
は
、

夜
釣
に
定
期
航
辿
貨
を
引
下
げ
し
め
る
ω

そ
し
て
、
不
景
泌
が
真
に
深
刻
に
な

れ
ば
、
濁
占
的
地
位
に
ゐ
品
定
川
削
船
染
者
4
い
っ
て
も
、
遂
に
は
そ
の
蓮
貨
を
生
成
費
以
上
に
保
つ

-
3」
が
出
来

な
く
な
る
o

然
ら
ば
・
彼
は
幾
許

ω
程
度
ま
で
運
賃

ω
引
下
げ
を
な
す
も
の
で
ゐ
る
か
。
こ
、
に
迩
質
的
最
供
限

由
民
的
問
題
が
起
る
。五

海
山
界
不
侃
の
場
合
に
於
け
る
海
迎
同
盟
の
迷
賃
政
策

定
則
鋤

ω
運
賃
な
る
も
の
は
、

併
に
逃
べ
た
る
が
如
〈
.

ヨ
ン
ヌ
ア
レ
シ
ス
に
よ
h
て
定
め
ら
る
、
も

ω
で
め

繭

議

定
期
船
事
業
に
於
け
る
趨
貨
の
北
低
限
度

第
二
十
六
巻

λ
九
七

部
プマ
杭
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凡
九
λ

第
プ〈
強

第
二
十
六
巻

七
回

曲

欝

定
期
船
事
業
に
於
け
る
趨
貨
の
最
低
限
度

る
。
即
ち
定
期
船
業
者
は
、
彼
等
相
互
心
問
山
競
争
を
制
限
削
節
す
る
た
め
に
、

こ
の
終
業

M
mを
組
成
す
る

ω

で
ゐ
っ
て
、
そ

ω競
守
り
制
限
削
節

ω科
皮
方
法
は
岡
よ
り
こ

ω
同
躍
を
組
制
す
る
航
路

ω拡
況
に
よ
ら
具
る
所

で
あ
る
り
れ
ど
も
、
そ
的
運
賃
を
協
定
す
る
加
に
於

τは、
い
づ
れ
的
航
路
に
於
り
る
ヨ
Y

ア
ア
レ
ン
ス
に
於
t

も
異
る
所
は
な
い
。
定
期
船
り
運
賃
は
、
そ
れ
故
に
、
原
則
ご
し
て
、
そ
の
制
定
帥
月
比
の
如
何
な
る
場
合
に
於
て

も

ヨ
ン
ア
ア

ν

y

A
の
協
議
に
よ
h
て
定
め
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。

今
、
海
運
界
が
不
景
出
品
に
陥
b
・
船
腹
り
需
裂
が
次
第
に
減
退

ω
傾
向
に
あ
る
場
合
に
於
て
、
之
に
順
隠
す
る

た
め
に
己
る
所

ω
定
期
締
業
者

ω方
策
は
、

設
に
過
ぷ
る
が
如
(
運
貨
り
引
下
げ
の
外
に
は
な
い
。

彼
等
は
ヨ
ン

フア

V

Y

A
組
織
に
よ
b
て
、
統
一
せ
ら
れ
た
る
獅
立
的
運
賃
政
策
を
行
ふ
の
地
位
に
あ
っ
て
、
濁
占
を
維
持
す

る
の
で
ゐ
る
が
、
事
業
り
性
質
上
、
般
腹

ω供
給
を
容
易
に
減
縮
す
る
こ
t
e
f
待
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、
暫
〈
こ

の
逗
貨
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
減
退
せ
ん
正
す
る
般
版
協
要
を
喚
起
し
、

ニ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
傍
業
を
維
持
し
、

ヨ
Y

7

ア
V

Y

A

の
カ
を
以
て
そ
の
獅
占
的
地
位
h
T
謹
・
り
つ
、
、
他
日
景
気
回
復

ω場
令
を
待
ち
、
ぞ
の
吉
出
じ

除
ろ
に
不
長
訴
時
代

ω損
失
を
填
補
す
る
の
策
を
ご
ら
ん
屯
す
る
の
で
あ
る
。

放
に
、
海
運
田
介

ω不
且
属
鉱
が
盆
I
加
は
る
に
於

τは、
コ
ン
フ
ア
レ

y
z
は

そ
の
協
議
に
よ
り

τ運
賃
を
次

第
に
引
下
げ
る
こ
吉
、
な
り
、
加
盟

ω各
定
期
船
業
者
は
、

ニ
の
事
情

ω下
に
於

τ最
大
限
度

ω蓮
如
貝
収
入
を
摩

げ

こ
れ
に
よ
ち
て
そ
の
密
業
を
維
持
す
る
を
以
t
満
足
す
る
の
外
な
き
に
立
ち
至
る
。
か
〈
な
れ
ば
、
獅
占

ω

.'・-.・ J~'， 



下
に
於
て
も
、
問
題
は
阪
に
最
大
限
度

ω枚
盆
ぜ
い
ふ
こ

Z
を
離
れ
て
最
大
限
度
の
牧
入
Z
い
ふ
こ
ご
に
移
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
濁
占
ご
い
ふ
こ
ご
も
か
、
る
場
合
に
は
、
利
盆
を
出
来
得
る
限
h
多
〈
す
る

古
い
ふ
こ

Z
に
そ
の
放
岡
市
を
現
は
す
の
で
は
な
く
て
、
損
失
を
山
山
来
得
る
限
h
少
〈
す
る
ご
い
ふ
こ

Z
に
そ
の
放

旧
軍
を
現
は
す
・
』
ご
、
な
る
。

尤
も
、

コ
ン
ブ
ア
レ

y
z
運
賃
の
引
下
げ
の
場
合
に
蒙
る
所
の
不
利
盆
右
し
〈
は
損
失
は
、
同
じ
コ

y
フ
ア
レ

y

ス
に
加
盟
し
て
居
る
定
期
帥
刷
業
者
£
い
っ
て
も
、
そ
の
う
ち
に
自
ら
差
別
が
ゐ
る
。
郎
も
、
般
に
同

ι海
運
労

務
官
提
供
す
る
正
し
て
も
市

告
の
生
産
費
に
差
別
が
ゐ
品
。

そ
れ
は
使
用
航
姉
や
泌
栂
に
於
工
所
有
す
る
諸
設
備

の
能
率
如
何
百
、
事
業
路
島
国

ω巧
拙
則
正
に
よ
っ

τ然
る
り
で
あ
る
。
故
に
、
同

ιヨ
y
フア

V

Y

A

加
盟
者

ωう

も
で
も
、

コ
Y

フア

ν

Y

1

蓮
賃

ω引
下
げ
が
、
阪
に
生
産
費
を
制
っ
て
下
っ
て
居
る
も
の

h
あ
れ
ば
・
ま
た
末

だ
生
産
此
貨
を
下
る
に
至
っ
て
府
な
い
も
の
も
ゐ
る
。
故
に
、
加
問
者
の
う
ち
に
於
て
も
、

ヨ
ン
プ
ア
レ
Y

1

蓮
賃

の
引
下
げ
ご
い
ふ
こ
ご
に
つ
い
て
は
、
必
す
し
も
、
そ
の
利
害
を
均
し
〈
す
る
誇

ωも
の
で
は
な
い
。

然
る
に
、

こ
の
運
貨
の
引
下
げ
は
、
前
に
も
一
言
一
し
た
る
が
如
〈
、

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
加
脱
者
内
協
議
に
よ
っ

て
行
ふ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
多
数
者
が
こ
れ
に
賛
成
す
る
か
、
表
し
〈
は
ヨ

Y

フ
ア
レ

y
z
の
な
か
に
で
も
、
指

こ
れ
に
賛
成
す
る
間
は
、
或
加
盟
者
に
さ
っ
て
そ
の
引
下
け
が
不
利
盆
若
し
〈
は
慣

事
的
地
位
に
ゐ
る
も

ωが、

失
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
に
追
随
す
る

ω外
は
な
い
。
若
し
迷
っ
て
反
謝
す
れ
ば
同
盟
を
脱
退
す
る
の
外
な
い
の
で

あ
る
が
、
脱
退
し

τ
コ
Y

7
ァ
レ
ン
ス

E
競
守
す
れ
ば
、
そ
の
不
利
盆
、
そ
の
損
失
は
一
府
甚
だ
し
い
も
の
あ
る

前

館
二
十
占
内
容

七
豆

議

定
期
船
幕
議
に
於
け
る
謹
賀
町
最
低
制
度

λ
丸
丸

第
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第
二
十
六
巻

九

O
O

第
六
貌

七
大

簡

鑑

定
川
船
事
業
に
於
け
る
越
賃
白
最
低
限
度

こ
吉
が
明
か
で
ゐ
る
か
ら
、
他
目
、
好
恭
気
仙
り
場
合
に
、
同
盟
の
カ
に
よ
っ
て
獅
占
的
利
盆
を
得
る
希
望
の
下

仁
、
同
盟
的
引
下
げ
仁
従
ふ
唱
』
正
、
な
る
。

通

〉

日

:

、

古
〈
O
-
h
号、

一
部
加
盟
者
に
於

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
運
賃
は
、
そ
の
引
下
げ
が
加
盟
者
的
一
賛
成
を
得
る
限
・
り
、

て
損
失
を
粕
川
端

τ品
川
蝉
台
に
於
て
も
、
引
下
げ
ら
れ
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
彼
等
り
う
も
に
こ
れ
い
に
賛
成
す
る
も
の

が
ゐ
る
の
は
、
ま
た
何
等
か
そ
の
根
磁
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

G

加
服
者
が
引
下
げ
を
承
諾
す
る
根
協
は
、
第
一
に

は
、
そ
の
引
下
げ
が
彼
に

Z
つ
て
は
未
に
損
失
を
結
川
端
せ
ぎ
る
場
合
で
ゐ
品
。
前
に
も
逃
べ
ね
る
が
如
く
、
同
じ

2

Y

7

ア
v
y
λ

の
加
盟
者
で
あ
っ
す
一
も
、
常
該
航
路

ω一
階
迎
柚
常
務

ω提
供
に
要
す
る
原
提
は
必
T
し
も
同
級
で

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
述
作
品
り
引
下
げ
ゐ
る
も
、
そ
れ
は
損
失
を
意
味
せ

F
る

は
な
い
。
放
に
加
盟
者

ω
・7
も
じ
は

も
の
が
ゐ
る
o

か
〈
の
如
き
も
の
は
、
そ
の
引
下
げ
が
得
業
航
路
を
良
好
に
向
は
し
め
、
若
し
〈
は
そ
め
忍
化
を

防
ぎ
得
る
な
ら
ば
勿
論
之
に
賛
成
す
る
で
あ
ら
う
。

ヨ

Y

フア

ν
ン
ス
の
運
賃
川
町
、
右
の
如
〈
に
し
て
引
下
げ
ら
る
、
も
、
そ

ω制
何
度
が
向
は
不
十
分
で
ゐ
つ

τ、

帥
腹

ω
需
必
を
喚
起
す
る
に
足
ら
5
る
ご
き
は
、
最
大
限
度

ω
牧
入
制
ど
求
む
る
た
め
に
、
真
に
そ
H
H

は
引
下
げ

ら
れ
る
。
ニ
の
場
合
仁
於
て
も
賛
成
者
山
根
擦
は
、
ぞ
れ
が
未
に
自
己

ω
計
算
に
於
て
は
損
失
十
意
味
せ
古
る
ニ

ど
で
あ
る
。
併
し
、
か
〈
の
如
〈
、
真
に
脈
腹
需
嬰
り
減
退
持

rし
き
場
合
に
於
1
は
、
そ
の
損
失
は
、
必
す
し

も
常
該
航
路
的
修
業
に
つ
い

τの
み
こ
れ
を
見
る
の
で
は
な

C
て
、
彼

ω
定
期
般
事
業
全
般
に
亘
っ
て
之
を
見
る

• ......・



の
で
あ
る
o

即
ち
、
引
下
げ
を
賛
成
す
る
第
ニ
り
根
機
は
、
そ

ω引
下
げ
が
、
彼
叫
岬
営
業
全
般
に
於
て
は
未
.
に
損

失
を
結
川
端
せ

F
る
-
」
ご
で
ゐ
る
。

前
に
も
遁
べ
た
る
が
加
〈
、

定
期
般
部
業
は
、

概
ね
大
川
棋
に
絞
替
せ
ら
れ
、

大
命
日
制
は
多
数

ω航
路
に
帥
ザ
以
来

を
し
て
居
る

ωで
ゐ
る
h
p

ら
、
そ

ωう
も
一
つ
の
航
陥
に
於

τ、叩坦壮
H
牧
入
が
絞
殺
を
俄
は
な
い
も
の
が
あ
っ
て

も
・
他
り
航
路
が
山
川
は
牧
益
を
邸
中
げ
つ
、
ゐ
る
附
は
、

M
R
業
全
般
ご

L
て
未
に
損
失
を
内
出
品
こ
ピ
は
な
い
o
然
る

聞
は
・
或
る
航
路
に
於
け
る
建
策
的
引
下
げ
が
、
そ
の
航
路
な
営
業
を
良
化
し
若

L
(
は
そ
凶
悪
化
を
防
「
限
b

は
、
之
に
抗
訓
戒
す
る
方
が
採
算
止
符
で
あ
る
。

コ
ン
フ
ア
レ

y

I

り
拝
見
は
、
右
に
逃
ぷ
る
が
如
〈
、
海
辺
操
り
不
況
甚
に
し
き
ご
き
は
、
そ
の
加
脱
者
の
多

数
hr
若
し
〈
は
そ
の
う
も
に
て
も
指
導
的
地
位
に
め
る
も

ωが
、
引
下
げ
を
主
張

L
悲
し
〈
は
賛
成
す
る
限
争
、

引
下
げ
ら
る
、
も
山
り
で
ゐ
る
古
い
ふ
唱
』
ご
は
、
客
倒
的
に
こ
れ
を
鬼
れ
ば
、
加
盟
者
山
り
多
数
か
若
し
〈
は
指
導
的

地
位
に
ゐ
る
も
り
、
得
業
が
、
全
般
的
に
鬼
t
損
失
を
結
同
車
す
る
こ
正
、
な
ら
5
る
限
bd
・
加
服
者
の
一
部

ωも

の
仁

E
b
て
は
、
を
の
修
業

ω全
般
上
に
於
て
損
失
己
な
る
ピ
も
・
之
は
引
下
げ
ら
れ
る
ご
い
ふ

ζ
Z
で
あ
る
。

放
に
、
一
層
之
を
引
下
げ
る
こ
古
が
、
加
盟
者

ω多
数
か
若
し
く
は
指
端
的
地
位
に
ゐ
る
も
の
に
於
て
そ

ω符
業

全
般
り
計
算
上
損
失
ピ
な
る
に
至

μ
ば
、
引
下
げ
意
見
は
コ
ン
ブ
ア
レ
ン
λ

に
於
て
有
力
な
る
も
の
さ
な
ら
な
い

いー -" 一一

か
ら
、

定
期
加
速
負

ω引
下
げ
ら
る
、
最
低
限
股
が

こ
れ
以
上
り
引
下
げ
は
行
れ
な
い
喧
』
吉
、
な
る
o

』
、
に
、

前

議

定
期
船
事
業
に
於

η
る
迩
貨
の
最
低
限
度

第
ニ
十
六
巻

ブL
O 

第
λ
都

七
七

面.W'fll"." 



ゴL
O 

第
六
扱

第
ニ
十
穴
巷

七
λ 

歯

議

定
期
船
事
業
に
於
り
る
誕
賃

ω最
低
脱
出

あ
る
。

凪
軒
業

ω
全
般
的
計
算
上
損
失
正
な
る
に
至
る
ま
で
仁
引
下
げ
ら
れ
セ
る
運
賃
ご
は
、

如
何
な
る
も
の

然
ら
ば
、

で
ゐ
る
山
Y
J
E
3

白
へ
ば
、

そ
は
や
は
ち
位
問
正
詳
論
し
た
る
日
開
船
貼
で
ゐ
る
。

郎
も
、

常
該
附
舶
を
以

τ航
海
運
浩
仁

従
唱
す
る
に
よ
っ
て
生
T
る
傍
議
会
般
上

ω損
失
ピ
、
こ
れ
を
繋
船
ご
な
す
場
合
の
損
失
ご
が
同
等
己
な
る
場
合

の
漣
い
は
じ
ゐ
品
。
放
に
、
定
期
州
事
業
じ
於
け
品
川
地
賃

ω最
低
限
皮
，
己
い
ム
も
の
は
、
遅
い
Hω
引
下
げ
が
蛍
該
航

路
り
コ

y

フ
ア
レ
ン
且
に
加
蹴
せ
る
も
り
、
多
数
に
正
っ
て
.
若
し
〈
は
そ
り
中
に
ゐ
b
て
指
導
的
地
位
に
ゐ
る

，
も
の
に
ご
っ

τ、
彼
等

ω
侠
則
船
舶
叫
照
船
鮎
に
ま
で
悲
し
た
る
場
合
的
運
賃
V
あ
る
正
い
ふ
ニ
古
が
出
来
る
。

併
し
乍
ら
、

こ

ω場
合

ω嶋
帥
刑
制
は
、
嘗

τ述
べ
た
る
不
定
川
畑
納
町
通
貨

ω照
航
鮎
ご
精
や
趣
き
を
具
に

T
る
所

が
ゐ
る
o

郎
も
、
不
定
期
般
事
業
に
於
て
は
、

一
つ
の
船
舶
に
つ
い
て
之
を
見
る
の
で
め
る
が
、
定
期
般
事
業

ω

場
合
に
於
て
は
、
右
に
逃
ぷ
る
が
如
〈
、
そ
の
綴
笹
せ
る
多
数

ω航
路
的
傍
業
損
盆
を
綜
合
L
て
、
そ
の
結
局
に

於
り
る
損
失
が
、
最
も
不
利
袋
な
る
船
舶
を
紫
制
す
る
の
損
失
ご
同
一
正
な
h
た
る
粕
を
以
て
螺
船
鮎
正
す
る
の
一

コ
Y

フ
ア
レ
Y

A

…追い民

ω引
下
げ
ら
れ
る
、
最
低
限
度
は
、
そ
の
加
盟
煮
の
多
数
か
、
若
L

で
あ
る
。
そ
し
て
、

く
は
指
説
的
地
位
仁
ゐ
る
も
の
が
、
そ

ω笹
業
上
司
』
の
繋
船
駄
に
遣
し
た
る
場
合
に
存
す
る

ωで
あ
る
か
ら
、
加

盟
者

ωう
も
に
は
コ
ン
フ
ア
レ
ン
旦
運
賃
が
こ
の
最
低
限
度
仁
引
下
げ
ら
れ
る
ま
で
仁
・
阪
に
、
そ
れ
は
彼
に
さ

つ
て
は
上
識
の
意
義
に
於
け
る
繋
船
制
を
更
に
下
っ
て
居
る
も
の
も
ゐ
る
誇
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

ア
ン
プ
ア

レン
A

運
賃

ω最
低
限
度
は
、
そ
の
加
盟
者
の
う
も
に
で
、
運
賃
の
引
下
げ
が
繋
船
鮎
に
達
し
た
る
も
の
が
あ
る

，....."'..・"



場
合

ω、
そ
の
最
初
り
も

ω
、
繋
船
鮎
に
あ
る
の
で
は
な
〈
て
、
引
下
げ
が
真
に
こ
の
貼
を
下
'p
、
加
盟
者

ω中

に
て
も
、
比
峡
的
布
利
凶
地
位
に
ゐ
る
も
の
も
術
ほ
そ
の
繋
紬
貼
に
注
す
る
ニ
正
、
な
h
、
多
数
者
ぞ
』
の
地
位

に
陥
る
に
至
っ
て
初
め
て
賞
視
す
る
ニ
正
、
な
る
の
で
あ
る
O

ニ
の
馳
が
、
不
定
期
航
運
賃

ω最
低
限
度
古
臭
る

所
で
あ
る
o

2
y
アア

V

Y

1

遮
貨
が
、
腕
に
右
に
越
ぺ
た
る
最
低
限
度
に
迭
し
た
る
場
合
に
於
¥
海
運
換
の
最
筑
が
倫

否
・
寧
ろ
盆

t
加
は
晶
、
ぜ
が
あ
る
む
ら
ば
、
コ

V

7
ァ
レ

y

ス
加
脱
者
は
如
何
に
こ
れ
に
蕗
す

ほ
回
復
せ
争
、

る
か
。

司
』
の
場
合
に
於
て
は
、

コ
ン
フ
ア

ν
y
z
蓮
貨
は
加
盟
者
り
多
数
の
も
の
に
ご
り
、
者

L
〈
は
指
場
的
地

位
に
ゐ
る
も
の
に
ご
り
て
冶
阪
に
陥
踊
舶
知
に
述
L
た
の
で
ゐ
る
か
ら
、
彼
等
以
、
就
役
舶
の
一
部
を
コ
ン

7
ァ
レ

y

且
加
盟
岩
共
同
の
費
用
に
於
て
繋
船
せ
し
む
る
二
己
、
な
る
o

そ

Lτ
、
こ
、
に
至
つ

τ、
コ
シ

7
ァ
レ

Y

1

の
濁
占
力
が
、
初
め
て
供
給

ω減
紛
ピ
な

b
τ
現
は
れ
、
そ
の
蹴
肢
の
供
給
を
、
需
要
に
通
路
せ
し
め
傍
業
的
損

失
を
最
少
限
度
に
喰
ひ
止
む
る
の
策
合
ピ
る
こ
ど
、
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
濁
占
が
供
給
を
調
節
す
る
ピ
い
ふ
こ

ピ
は
、
狗
占
針
潟

ω最
初
に
現
は
る
、
の
で
は
な
〈

τ、
定
期
船
事
業
的
場
合
に
於
て
は
事
ろ
最
後
に
現
は
る
、

も
の
で
ゐ

b
、
ま
た
定
期
舶
業
者
が
不
長
編
に
陥
り
た
る
場
合
に
は
‘
獅
占
は
最
大
限
皮

ω牧
盆
を
曲
帯
向
、
る
よ
ご

に
於
て
放
川
市
を
現
は
す
の
で
は
な
〈
て
、

等
ん
此
官
業
損
失
を
最
中
限
度
に
喰
ひ
止
む
る
の
放
川
市
を
現
は
す
も
の
で

あ
る
。
蓋
し
・

供
給
り
調
節
が
最
初
に
行
は
札
、
古
る
は
、

事
業
的
一
性
質
上
.
迩
貨
を
生
康
費
以
下
に
岩
干
引
下
げ

論

能

定
則
船
訂
業
に
A
即
け
る
迎
貨
の
品
低
阻
皮

第
二
十
六
位

1 
C 
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六
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A
O凹

p、
O 

E荷

議

定
瑚
船
事
業
に
於
け
る
運
賃
内
最
低
限
度

て
も
備
は
帥
舶
を
就
役
せ
し
む
る
が
相
封
的
に
得
な
る
が
た
め
で
あ

b
、
阻
宵
業
損
失
を
最
少
限
度
に
止
む
る
-
』
ご

を
以

τ獅
占

ω放
川
市
を
認
む
べ
き
も

ω
古
い
ム
は
、
若
上
自
由
競
守
叫
下
に
定
矧
助
事
業
eF
傍
U
ご
せ
ば
、
ぞ
れ

が
豆
大

ω資
本
を
特
定
航
路
に
同
定
せ
る

ω
関
係
上
・
競
争
は
戦
闘
的
激
烈
性
を
椅
よ
る
傾
向
ゐ
り
一
1
、
且
階
級
の

資
本
を
喰
ひ
潰
す
に
至
る
の
快
れ
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

私
は
以
上
九
ぜ
以

E
、
定
期
船
速
い
H
凶
最
低
限
度
を
研
究
し
た
。
-
』
れ
は
瑚
論
的
研
先
に
於
け
る
結
論
で
あ
る
。

質
際
り
海
部
川
抑
が
こ
、
に
通
ぶ
る
が
知
話
不
恭
以
に
襲
は
晶
、
-
』
己
が
あ
る
や
済
や
は
・
自
ら
別

ω
問
題
で
ゐ

る
o

従
っ

τ
コ
ン
ブ
ア
レ

y
λ

一
述
貨
が
、
そ
的
最
低
限
度
セ
氏
現
ず
る
こ
ピ
ゐ
る
や
有
や
も
別
的
問
問
主
ゐ
る
。

現
質

ω
コ
ン
ブ
ア
レ

y

ス
諮
貨
が
林
地
じ
引
下
げ
ら
る
、
ご
す
れ
ば
、
こ
的
鮎
ま
で
引
下
げ
ら
れ
得
る
こ
正
争
祈

究
し
た
り
で
あ
る
。

最
後
仁
附
言
す
べ
き
ニ
苫
は
、
定
期
帥
川
越
%
以
.
右

ω
如
〈
、
澗
占
川
間
格
た
る
も

ω
で
ゐ
り
な
が
ら
、
そ

ω
凋

占
が
カ

1
ル
手
ノ

F

組
似
た
る
コ
ン
ブ
ア

ν
y
A
ω
カ
に
よ
り
て
獲
得
セ
ら
品
、
も

ω
な
る
が
放
に
・
普
通
吋
濁
占

間
恨
凶
刊
論
り
数
ム
る
所
ピ
は
‘
甚
に
異
h
た
る
越
さ
を
呈
す
る
も
り
で
ゐ
品
。
併
し
か
〈

ω如
き
は
必
宇
し
も
定
期

般
事
業
に
限
ら
れ
た
る
却
制
で
は
な
〈
、
陸
上
席
業
に
於
ー
も
、
む
帥
刷
業
そ

ω
他
、
調
は
ゆ
る
重
ム
業

ω
如
〈
.

需
要
的
減
退
に
肱
じ
て
生
所
規
桜
骨
肉
向
に
牧
紡
t
符
ざ
る
も

ωが
、
ヵ

l
ル

7
w
飢

M
に
よ
り
獅
占
セ
獲
得

し
た
る
場
合
に
於
工
は
、
科
皮
に
於
ー
こ
そ
多
少
的
差
は
あ
れ
、
定
期
航
副
業
ど
同
総

ω
献
怨
に
め
る
も
の
で
め

司

〉
O

F
ー

(三
J
R
、十
λ
)
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